
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
第49回順位

第49回レー
ティング

氏　　　名 第48回順位
第48回レー

ティング
第47回 第46回

1 1,450 奥居 聡 1 1,425 1 2
2 1,421 門野裕司 2 1,421 2 1
3 1,369 湯谷淳一 6 1,279 3 3
4 1,350 角田克司 4 1,290 4 8
5 1,322 角田浩司 7 1,278 6 5
6 1,286 門野純也 5 1,286 5 4
7 1,259 門野 隆 8 1,259 8 7
8 1,257 古川弘樹 15 1,158 17 18
9 1,256  秦   滋 9 1,255 10 11

10 1,210 奥居美加 10 1,250 7 6  
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氏　　　名 第47回 #REF! 第46回 第45回

11 1,196 門野 等 3 1,299 9 9 35 1,007 井戸真也 22 1,070 21 19
12 1,191 門野 勉 11 1,191 11 10 35 1,007 田中利和 36 1,007 36 35
13 1,165 田島一成 13 1,165 12 12 37 1,002 門野文哉 37 1,002 41 36
14 1,161 小水 元 14 1,161 13 13 38 999 定光秀郎 38 981 38 37
15 1,157 國武博之 16 1,157 14 15 39 974 馬淵加奈恵 40 974 39 38
16 1,151 門野 悟 17 1,151 15 16 40 959 辻本龍男 47 918 47 46
17 1,126 福富敬雄 18 1,132 18 20 41 952  柳  圭二 41 952 42 41
18 1,115 古川慎次 12 1,180 16 14 42 951 筒井一男 42 951 43 39
19 1,102 若林良仁 19 1,102 19 21 43 950 大中　颯 34 1,011 34 32
20 1,101 大須賀貴幸 20 1,101 20 25 44 941 福富正子 39 980 37 44
21 1,077 岡村博之 21 1,077 22 22 45 940 井戸大志 43 940 44 42
22 1,063 門野大河 23 1,063 23 23 46 925 浜口浩一 44 925 40 39
23 1,054 竹腰裕紀 24 1,054 24 24 47 924 浜口ふゆ 45 924 45 43
24 1,051 安田良介 32 1,013 29 32 48 919 馬淵有加里 46 919 46 45
25 1,047 安田佳代子 25 1,047 25 26 49 913 馬淵紗也加 48 913 48 47
26 1,046 森下 博 26 1,046 26 17 50 908 浜口知奈 49 908 49 48
27 1,043 馬淵克一 27 1,043 27 27 51 894 古川夏帆 50 894 50 49
28 1,035 古川正夫 28 1,035 28 28 52 876 馬淵加寿美 51 876 51 50
29 1,027 安居輝人 30 1,023 31 53 864 角田龍也 52 864 52 51
30 1,024 中川一志郎 29 1,024 29 29 54 857 太田英史 53 857 53 52
31 1,018 若林 拓 31 1,018 32 30 55 848 鈴木則成 54 848 54 53
32 1,012 川合四郎 33 1,012 33 31 56 843 猪飼弘実 55 843 55 54
32 1,012 山本有理 57 802 若林武和 56 802 56 55
34 1,011 井戸美沙希 34 1,011 34 32 58 715 木村浩一郎  



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０世紀が終わりに近付く少し前、１９９８年１１月２

３日、滋賀県彦根市にある「ミシガン州立大学連合日本セ

ンター」において、設立総会と記念パーティー、そして「第

１回競技会」を開催し、日本カロム協会は産声をあげまし

た。(社)彦根青年会議所発行の設立５０周年誌「Ｏｖｅｒ 

ｔｈｅ ＺＥＲＯ」の７２頁には、記念パーティーの壇上

でトロフィーと表彰状を抱えてにこやかに微笑む入賞者

３名（故和泉和雄初代協会会長、森下博さん、そして自信

はありませんが門野裕司君？）の写真が載せられていま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 以来、５０回を数える「定例競技会」と１０回の「カロ

ム日本選手権大会」の開催、地域内外での「カロムサポー

ト事業」も精力的にこなし、カロムを体験した人の数は、

２５，０００人をはるかに超えて、彦根の伝統遊具の普及

拡大に大きく寄与してきました。 
 特に、彦根市の小学校で継続的に行われている「ウィー

クエンド・クラブ（土曜日に地域のボランティアが子ども

たちに様々なプログラムを提供する）」では、選手権大会

とリンクして、大会前の猛特訓や傾向と対策なども伝授し

たり、選手権大会上位入賞者とのスペシャル・マッチを演

出するなどして、子どもたちがカロムに対して興味や憧憬

を抱いてくれるよう努めました。 

 
 
 
 
 
 
 
  
定例競技会では、得点計算にハンディキャップを加味し

たレーティングポイント方式を採用して、会員の実力をラ

ンキングするとともに、上位ランキング者には選手権大会

において「予選免除」という特典も与えました。また、定

例競技会開催ごとに、トーナメント戦を開催して、開催毎

にチャンピオンを決めて表彰を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日本選手権大会は、(社)彦根青年会議所の後を受けて、

共催、実行委員会、協賛協力とそのスタイルは変化しつつ

も、まちづくりを進める若い方々とともに、協働の精神を

持って臨みました。時代の流れを感じ取ればその要素を取

り込み、単純に競技志向に固執することなく、地域に伝わ

る文化芸術としてのエッセンスも盛り込んで、常にチャレ

ンジ精神で関わってきました。 
 １０年を一つの節目とし、今日ここに「ランドマーク」

を標し、また新しい大海原に、会員の皆様とともに出航し

ていきたいと思います。 
 今後とも、会員の皆様のご協力を、宜しくお願いいたし

ます。 
 
 
 
 
 本年度、第２２回カロム日本選手権大会は、６月２８日

（日）、滋賀県彦根市・彦根市民体育センターにおいて開

催することが決定いたしました。 
 協会設立１０年の記念すべき年の開催になりますので、

会員の皆様には、上位入賞を虎視眈々と狙っていただくこ

とはもちろん、大会の中身に関しても建設的に意見を頂戴

したいと思います。予算やマン・パワーの都合もあります

ので、すべてのリクエストにお応えは出来ないかも知れま

せんが、新たな１頁として記憶に残るような大会にしたい

と思いますので、ご協力をお願いいたします。この原稿を

書いている段階ではポスターの原案も浮かんでいません

（＾＾；） 
 その他にも、審判・記録などでお手伝いもお願いしなく

てはなりませんので、宜しくお願いいたします。 
大会エントリー用紙は、５月初旬に発送予定ですが、も

う既に戦いは始まっています。 


